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色とりどりのわたしたち
ＬＧＢＴＱってなに？

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度が
４月から始まります
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次のページは！
市内にお住まいのトランスジェンダー、ＪＩＲＯさんのインタビューです。

【セクシュアリティ】性（体の性、社会的・文化的な性、性自認、性的指向、性別表現）
【性的指向】恋愛・性愛がどういう対象に向かうかを示すもの。異性愛、同性愛、両性愛など
【性自認】自分の性をどのように認識しているのかということ。心の性
【ＳＯＧＩ（ソジ）】性的指向と性自認のこと（Sexual Orientation & Gender Identity）
【ＦＴＭ】トランスジェンダーのうち、性自認が男性で体の性が女性の人
　　　　  （男性として生きる・生きたい人）。Female to Male の略

【ＭＴＦ】トランスジェンダーのうち、性自認が女性で体の性が男性の人
　　　　  （女性として生きる・生きたい人）。Male to Female の略

【ＡＬＬＹ（アライ）】性的マイノリティを理解し、支援する人のこと
【カミングアウト】自分の秘密を打ち明けること
【アウティング】本人の了解を得ずに、他の人に秘密を暴露すること
【ジェンダーバイアス】性差に関する固定概念、それに基づく差別・偏見・行動

　アライとは、英語で「同盟」「味方」を表す
言葉で、性的マイノリティを理解し、支援する・
したい人のことです。何か特別な行動をしなけ
ればならないわけではありません。性的マイノ
リティについて知り、理解しようとすることが
大切です。

ＡＬＬＹ（アライ）になろう

　どうしてほしいのか、相手に寄り添って聞い
てあげましょう。自分以外の人に打ち明けてい
る人がいないか聞いておくことで、アウティン
グを防ぐことができます。「打ち明けてくれて
ありがとう」など、話してくれたことに対する
感謝を伝えましょう。否定的な言葉掛けやから
かうことはやめましょう。

カミングアウトを受けたら

　本人の同意を得ずに、本人が公にしていない
性のことなどを周囲（家族も含む）に暴露する
ことが問題となっています。過去には、大学生
が同性の同級生に好意を打ち明けたところ、友
人たちに同性愛であることを言いふらされ、自
殺を図り亡くなる事件が起きています。本人の
同意なく他人に伝えてはいけません。

本人の同意なしにアウティングをしない

　ＬＧＢＴＱはとても身近な存在ですが、
存在が見えにくいため、「オカマ」「ホモ」

「レズ」など同性愛者を笑いのネタにした
り、差別的な言葉を使ったりする、認識の
無い人が多くいます。性的マイノリティは
自殺未遂率が高いという調査結果があり
ます。無理解や偏見により、生きづらい思
いをしている人たちがいます。

血 液 型 が
ＡＢ型の人
や左利きの
人の割合と
ほぼ同じ　

　さまざまなセクシュアリティの尊厳と
性の多様性のシンボルである６色のレイ
ンボーフラッグ。市役所では
性的マイノリティへの理解
を深めるため、総合窓口な
どに設置しています。

「ＬＧＢＴＱ＋調査２０２０」
（電通ダイバーシティ・ラボ）

レインボーフラッグの意味

ＬＧＢＴＱの割合 多様性が当たり前のまちに向けて

覚えておきたい 性の多様性に関する用語

L ＧＢＴＱとは
性の５つの

構成要素

からだの性

Lesbian Bisexual
生物学的な性

レズビアン

女性の同性愛者

Gay

Transgender
Q

Questioning

ゲイ

男性の同性愛者

トランスジェンダー

体と心の性が
一致しない人

クエスチョニング
自分の性が決められない

Queer クィア
性的少数者の人全て

バイセクシュアル

両性愛者
好きになる性

自分が性愛の対象と
する性（性的指向）

こころの性
自分が認識している
性（性自認）

表現する性
自分が表現する性別

（服装や髪形など）

社会的・文化的な性
社会や文化が求める
性別に応じた行動

（男らしさ、女らしさ）

Xgender（エックスジェンダー・男女の枠にとらわれない人）、
Asexual（アセクシュアル・恋愛感情を抱かない人）も存在
します。また、これらの分類が全てではなく、多様であるこ
とから「ＬＧＢＴＱ＋（プラス）」と表現されることもあります。

特　集

色とりどりのわたしたち
ＬＧＢＴＱってなに？

性
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数

者
）
の
総
称
で
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
エ

ル
・
ジ
ー
・
ビ
ー
・
テ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
）」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
性
的
指

向
や
心
の
性
の
英
語
表
記
の
頭
文
字

を
と
っ
て
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

最
近
ま
で
、
世
の
中
に
は
、
男
性
と

女
性
の
２
つ
の
性
別
し
か
な
い
と
認

識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

人
ひ
と
り
考
え
方
や
姿
な
ど
が
異
な

る
よ
う
に
、
性
も
た
っ
た
２
つ
に
分

け
ら
れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
性
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な
も
の

で
す
。

　
本
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
性
の

多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
大
切

な
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
と
共
に
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
め
ざ
す
た

め
、
４
月
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）」
を
導
入
し
ま
す
。

制
度
を
通
じ
て
、
性
の
多
様
性
や
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

8.9%
日本の
人口の

特
集　
色
と
り
ど
り
の
わ
た
し
た
ち
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体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
さ

ん
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
自
分
は
男

だ
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
女
の
子
の

服
を
渡
さ
れ
る
の
が
嫌
で
し
た
。
自

分
は
特
殊
な
人
間
な
ん
だ
と
思
い
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
男
・
女
」
と
丸
を

付
け
る
項
目
が
あ
る
と
、
真
ん
中
の

「
・
」
に
丸
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

「
周
り
と
比
べ
な
く
て
い
い
」
と

励
ま
し
て
く
れ
た
同
級
生

　
中
学
生
で
生
理
に
な
り
、「
女
性

し
か
生
理
に
な
ら
な
い
」
と
知
っ
た

時
は
絶
望
し
ま
し
た
。
家
族
と
の
関

係
も
悪
化
し
て
、
中
学
３
年
生
の
時

に
自
殺
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
同
じ
バ
レ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ

ン
が
僕
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
周
り
と
比
べ
な
く
て
い
い
。
今

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
り
続
け

る
こ
と
が
大
事
な
ん
や
」
と
、
僕
に

毎
日
勉
強
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
に
行
く
だ
け
で
「
よ
く
で
き

　
僕
は
、
県
外
の
病
院
で
性
別
適
合

手
術
を
受
け
、
戸
籍
を
男
性
に
変
え

ま
し
た
が
、
や
は
り
す
ご
く
楽
に
な

り
ま
し
た
。
性
別
を
聞
か
れ
る
こ
と

や
、
病
院
や
投
票
所
の
受
付
で
混
乱

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
何
よ
り

堂
々
と
結
婚
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
あ
れ
ば
、

選
択
肢
は
違
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
も
性
別

適
合
手
術
も
、
先
輩
た
ち
が
た
く
さ

ん
努
力
し
て
く
れ
た
か
ら
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
僕
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
理
解
促
進
の
た
め
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
15
年
く
ら
い
で
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
女
装
家
や
中
性
的
な
芸
能
人
が

ま
し
た
」
と
書
い
た
シ
ー
ル
を
ノ
ー

ト
に
貼
っ
て
く
れ
て
。
彼
女
は
、
学

校
の
先
生
を
め
ざ
し
て
い
て
、
勉
強

を
教
え
る
の
が
と
て
も
上
手
で
し
た
。

今
は
、
小
・
中
学
校
の
先
生
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
時
、
気
に
な
る
女
の
子

が
で
き
、
交
際
を
始
め
ま
し
た
。
で

も
、
彼
女
の
お
父
さ
ん
に
猛
反
対
さ

れ
、
付
き
合
い
続
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
悔
し
く
て
仕
方
な

か
っ
た
も
の
の
、「
こ
の
こ
と
を
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
な
ら
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
ん
だ
」
と
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。

反
対
し
な
か
っ
た
妻
の
両
親

　
妻
の
両
親
に
は
、
彼
女
と
結
婚
を

前
提
に
お
付
き
合
い
を
す
る
前
に
あ

い
さ
つ
に
行
き
ま
し
た
。

　
覚
悟
し
て
行
き
ま
し
た
が
、「
娘

が
良
い
と
思
う
人
な
ら
、
私
た
ち
は

そ
れ
で
良
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
本
当
は
辛
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
僕
が
傷
付
か
な
い
よ
う
に

「
孫
は
い
ら
な
い
」
と
も
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

追
い
込
ま
れ
て
い
る
人
に

　
　
　「
楽
に
生
き
て
」
と
伝
え
た
い

多
く
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
昔
と
比
べ
れ
ば
、
と
て
も

生
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
隠
し
て
生
き
て
い
る
当
事

者
は
、
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
知

人
は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ

る
こ
と
を
隠
し
て
男
性
と
結
婚
し
、

子
ど
も
も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
悩
ん
で
夫
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

し
た
と
こ
ろ
、「
訳
が
分
か
ら
な
い

か
ら
出
て
行
け
」
と
言
わ
れ
、
離
婚

し
ま
し
た
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
な
い
選
択
肢

も
大
切
に
し
て

　
今
は
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
の

が
当
然
と
い
う
風
潮
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

し
な
い
選
択
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
か
ど
う
か

で
苦
し
む
く
ら
い
な
ら
、
生
き
や
す

い
方
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
隠
し
て
い

る
と
い
う
の
は
、
嘘
を
つ
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
僕
み
た
い

に
、
ど
ん
ど
ん
言
う
人
も
い
る
け
ど
、

「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
認
め
合
う
」

と
い
う
よ
り
は
、
自
分
の
生
き
や
す

い
よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
が
好
き
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
　

　
ず
っ
と
、「
自
分
は
男
だ
」
と
気

を
張
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

戸
籍
を
変
え
、
結
婚
し
て
、
生
き
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
た
ま
に

「（
男
性
と
女
性
）ど
ち
ら
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

今
は
「
ト
ラ
ン
ス
で
す
」
と
答
え
ま

す
。「
そ
れ
何
？
」
と
言
う
人
も
い

ま
す
が
、
中
学
生
く
ら
い
だ
と
「
聞

い
た
こ
と
あ
る
」
と
言
う
子
も
い
ま

す
。

　
や
は
り
、「
知
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
会
っ
た
人

に
は
自
分
の
こ
と
を
話
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ

り
理
解
が
進
む
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
当
事
者
に
伝
え
た
い

　
僕
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
、
当

事
者
の
方
、
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
で
す
。

　
意
地
悪
を
す
る
人
が
い
た
ら
逃
げ

た
り
、
相
手
に
し
な
か
っ
た
り
し
た

ら
い
い
。
全
員
に
分
か
っ
て
も
ら
う

必
要
は
な
い
。
身
近
な
人
が
理
解
し

て
く
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で

す
。
そ
ん
な
人
は
一
人
い
れ
ば
良
く

て
、
絶
対
に
い
ま
す
。
周
囲
の
目
が

気
に
な
る
な
ら
、
何
か
に
打
ち
込
ん

だ
ら
世
界
は
広
が
り
ま
す
。

　
追
い
込
ま
れ
て
い
る
人
に
は
、「
楽

に
生
き
て
よ
」
と
伝
え
た
い
。
こ
れ

ま
で
つ
ら
い
こ
と
が
多
か
っ
た
な
ら
、

な
お
さ
ら
、
後
は
楽
し
く
な
る
だ
け

だ
か
ら
。

観音寺市生まれ。性自認が男性、体は女性のトランスジェン
ダー（ＦＴМ）として育つ。戸籍を変更し、現在は妻、愛犬
と暮らす。職業は農業。趣味は水族館や動物園に行くこと

ＪＩＲＯさん

次のページは！　市内で「観音寺ＬＧＢＴＱ＋カフェ」を主催するお二人の話です。

特
集　
色
と
り
ど
り
の
わ
た
し
た
ち



7 6広報かんおんじ 2022年4月広報かんおんじ 2022年4月

市主催の「じんけんしゃべり場」で講師を務め、毎月第２日曜日にふれあい文化センターで「観音
寺ＬＧＢＴＱ＋カフェ」を開催している合田さん（ミネさん）とあきひとさん。共にトランスジ
ェンダー（ＦＴＭ）である二人に、これまでの経験や性的マイノリティの現状などをお聞きします。

　子どものころから、女の子の服や自分の
名前が嫌で、男の子と間違われるのが嬉し
かったです。高校生の時にテレビで性同一
性障害の番組を見て、「自分はこれだ！」
と興奮したことを覚えています。

（あきひとさん）

　昔は「ＬＧＢＴＱ」という言葉もなく、
自分の悩んでいることが何なのかよく分か
りませんでした。大学生のころ、本がきっ
かけで自分の性自認を受け入れられるよう
になりました。（ミネさん）

　ファッションでは、ジェンダーに捉われない人が
増えてきました。私は髪が長く、気に入ればレディ
ースものも身につけます。今では男性の化粧も一般
的で、メンズスカートもあります。性別やＬＧＢＴ
Ｑという言葉の枠組みで捉えると、その人の本質が
見えにくくなり、ジェンダー・バイアス（固定概念
や偏見）につながりかねません。「性はグラデーシ
ョン」と言われるように、本当に千差万別です。そ
の人自身を知っていくことが大切です。（ミネさん）

身の回りにある人権課題について語り
合う市民の交流の場です。

開催日　５月（未定）
場所　　観音寺市役所
主催　　人権課
※日程が決まれば、広報紙や市ホーム

ページでお知らせします。

メール相談
プラウド香川
　info@proud-kagawa.org
あしたプロジェクト
　ashipro.life@gmail.com
※24時間受け付け
※原則１週間以内の返信

　性的少数者やその家族、パートナーなどからの相談を
受け付けています。一人で悩まず相談してみませんか。

※県から委託されたプラウド香川の
相談員が対応します。

電話相談
☎087−832−3222
毎月第１月曜日・第３土曜日
午後６時～午後９時

開催日　毎月第２日曜日（４月は10日）
　　　　午前９時30分～午前11時30分
場所　　ふれあい文化センター（坂本町七丁目14−77）
内容　　ＬＧＢＴＱ＋のための相談・支援・学び・交流
対象　　当事者、支援者、学びたい人（子どもから大人

まで）
主催　　虹ＬＡＢ観音寺

　今の会社は、僕のことを少しずつ理解し、
サポートしてくれました。会社の将来のた
めに多様性の視点を持った新規事業部を企
画した時、社長は「こういう案を出してく
れてありがとう」と感謝してくれました。
ＬＧＢＴＱだけでなく障がい者や女性など
も働きやすい職場をめざしています。
（あきひとさん）

　採用担当者から「今はそんなこと気にす
る時代じゃないですよ。うちの会社には当
事者も多く、配慮できます」と言っていた
だいたことがあります。知識を持つことは
とても大切で、組織によって差があると思
います。（ミネさん）

　中学生の時、友達に「好きな女の子がい
る」と話した翌日、学校へ行くと誰も口を
聞いてくれませんでした。陰で噂され、し
んどかったです。その後、定時制高校に進
学。年齢や職業が異なる同級生ばかりでし
たが、カミングアウトしたら温かく受け入
れてくれました。幼なじみや同級生など、
大事な人たちが理解してくれたのは大きか
ったです。（あきひとさん）

　大学３年の時に泊まりがけで海洋実習が
あり、部屋が女子と一緒になったことから、
申し訳ないとの思いでカミングアウト。４
年になり、ゼミで話すと、「もっと早く言
ってくれたらいいのに」と言われ、ホッと
しました。大学院からは男子学生として入
学し、やっと本当の自分を生きられると思
いました。自分の性別で集団に所属するこ
とは大事なことです。（ミネさん）

　僕もアウティングをされた経験がありま
す。よく知らないことを好奇心で話題にし、
どんどん噂が広がっていく。当人だけでな
く、親や友人なども傷つくということまで
想像できていないのだと思います。同時に、
アウティングしてはいけないという責任感
で苦しむ人もいると思います。知識を持ち、
社会全体で偏見を減らしていかないと苦し
む人はなくならないのではないでしょうか。
（あきひとさん）

観音寺市生まれ。公認心
理師。大学で海洋資源学、
大学院で臨床心理学を学
ぶ。４月から県内高校で
カウンセラーとして勤務
予定。地学が大好きで、
愛称はミネラル（鉱物）
の「ミネさん」

観音寺市生まれ。物流
関係の企業に勤務。社
内に「にじいろ未来づ
くり推進課」を立ち上
げ、多様な人材の採用
や職場環境の整備、企
業研修に力を入れる。
一人カラオケが好き

合田 歩 さんあきひと さん

多様性ってなんだろう

トランスジェンダーと気付いたのは？

その人自身を見て

　自分を知っていく過程は人それぞれ。戸惑いもあ
ると思いますが、自信を持って生きていっていいよ
と伝えたいです。生きていく中で、一人ひとりが「自
分がこうしたい」と思うことにたどり着いて、表現
していくことが大事です。自分自身の真実を生きて
ください。（ミネさん）

悩んでいる人へ

　制度を利用する人がいる、いないではなく、この
ような制度ができたことがありがたいです。ファミ
リーシップ制度も同時に導入すると聞き、「やった
な、観音寺！」と思います。子どもを守る上で大事
な制度です。行政、地域が動いていくことに感謝し
ています。（あきひとさん）

パートナーシップ・ファミリーシップ制度

じんけんしゃべり場

かがわＬＧＢＴ相談窓口

観音寺ＬＧＢＴＱ＋カフェ

職場ごとの理解の差

カミングアウトしたときのこと

アウティングはアウティングを呼ぶ

　昔、左利きの人は「行儀が悪い」などと
言われ、差別的な扱いを受けることがあり
ました。でも今は、左利き用のハサミがあ
ったり、スポーツで優遇されたり、「左利き
は持ち味」という考えに変化してきました。
性的マイノリティも、時代とともに左利き
と同じような存在になるのではないでしょ
うか。社会が適応していくことで、次第に
皆がなじんでいくものだと思います。だか
ら僕は、「めざせ、左利き」と、研修や啓
発に力を入れています。（あきひとさん）

左利きと同じような存在になれば

　親に打ち明けることは一番の大きな壁で
した。最後は「親はお前の人生の責任を取
ってやれない。自分の責任でやりなさい」
と言ってくれ、性別適合手術の際も支えて
くれました。以前は、自分が何かすると家
族に迷惑を掛けると思っていましたが、手
術を受けて戸籍を変え、自分のために生き
ようと決めたとき、考え方が変わりました。
（あきひとさん）

親との関係

次のページは！　4月から導入するパートナーシップ・ファミリーシップ制度についてです。
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　お互いを人生のパートナーとし、日常の生活
において相互に協力し合うことを約束した、一
方または双方が性的少数者である二人が、市長
に対してパートナーであることを宣誓し、市が
宣誓書受領証などを交付する制度

　「観音寺市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」は、要綱により市政の中で運
用するもので、法律上の効果（婚姻、相続、税金の控除等）が生じるものではありません。
お二人の思いを尊重し、お二人が自分らしく、生き生きと生活されることを市として応援す
るものです。
　また、この制度を通じて性の多様性への市民の理解が深まることで、差別や偏見の解消に
つながることを期待しています。

　同性カップルのパートナーシップが結婚に準ずる関係であることを地方自治体が
証明するものとして、2015年に渋谷区と世田谷区で「パートナーシップ制度」が開
始されました。2022年１月４日現在、全国１４７自治体で導入され、県内でもこと
し４月までに６市（高松市・善通寺市・観音寺市・さぬき市・東かがわ市・三豊市）
と７町（小豆島町・土庄町・宇多津町・綾川町・琴平町・多度津町・まんのう町）
が導入する予定です。「ファミリーシップ制度」を開始する自治体も増えてきてい
ます。

問い合わせ先　人権課　☎２３−３９２８　Ⓕ２３−３９５４

　パートナーシップ宣誓をする人に子
や父母などがいる場合、家族として協
力し合うことを併せて宣誓することが
できる制度

　パートナーシップ宣誓制度

①双方が民法第４条に定める成人に達していること
②双方が本市に住所があること、または本市への転入を予定していること
③双方に配偶者や他のパートナーがいないこと
④双方が近親者でないこと（養子縁組をしている場合を除く）
※同居または生計が同一の子や父母などをファミリーシップ（家族）と
　して、宣誓書に氏名を記載することができます。

　宣誓制度を利用できる人

　宣誓制度の効果

全国で広がるパートナーシップ制度の導入

　ファミリーシップ宣誓制度
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パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度を

４月から導入します




